
それら自身陽性を示すが故に実験J:.過誤を来す

故注意することが必要である。

（附 記） ベンチジン簡酸液（酒精また

は水溶液に NaRrの適董を添加する場合沈澱

を生するのであるが、この沈澱物は結晶l’上で金

属光沢を有し、エクノールに不溶であるが、水

に僅かに（ 1％程度）溶ける。この水溶液は血
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色素や沃化物の存在で酸化を受け、美驚な青色

を発する。ベンチジンの酒精溶液と異り紛らわ

しい褐色がないために臨床上に応用して便利で

あると思う。これに関した実験は次報に戟せる

つもりである。

文献は省略す。

......... --

遅れ走せながら秋田県衛研所報の創刊号を皆

様のお手元に差上げることの比来ましたこと

は、全く嬉しいと思うと同時に初めての編輯だ

ったのでホッと重荷を降したというところで

す。

しかし出来上つたものは、御覧のとおり寄木

細工のようたもので全くお恥しい次第でありま

す。本格的に着手したのは、昨秋のことです

が、なにしろ新年度予算の緬成、引続いて業務

監査とあわたゞしいさなかに資料の菰集やら原

稿の依頼、更に整理、編集を続けたものですか

らこのようなことになりました。次号からは皆

様の御批判をもとに、内容の充実は勿論のこ

と、読みばえのあろものにしたいものと念願し

ております。

次号は本年8月頃、刊行する予定でおります

が、その頃には、ボツリヌス中毒菌の研究も相

当すぃめられていることでありましようし、ま

た放射能測定の一年間のデークーもその他の研

究も纏るものと思います。

昭和29年度は、専任の所長を抑へたのを始

め、職員の増員などにより内容充実への第一歩

を踏みだし、業務の拡充を図る一方、年報も発

刊するまでに至つたのでありますが、 30年度か

らは当所も隊の指定をうけ、物品、会計ともに

独自で取扱う見透しもついておりますので、 ,o

年度こそー大飛躍の年としたいものと念じてお

ります。

末尾になりましたが、多忙な業務にもかいわ

らす、資料の提供、或いは種々便宜を与えて下

さつた関係各位と、また本誌発刊のため、特に

御協力願った本県公衆衛生課星宮主事に対しま

して厚く御礼申上げます。

（飯塚記）
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正 ・誤 疇
表

頁 行 （図表） 1 誤 ・1 正

推奨のことば ↑ 8 貝殻培稽 貝類培礼そ

発刊によせて ↑ 5 揺藍時代 揺態時代

発刊にあたつて ↓ 4 観みて 顧みて

‘’ ↓ 14 格すと 格すとき

‘’ ↓ 17 晉言を 狭言を

2 

I 
左↓ 19 公衆衛生課がこれが 公衆術生課が

8 左↓ 11 鹿角県宮川村 鹿角郡宮川村

ヽ 右↑ 4 山本響村 山本郡哲村

， 右↑ 11 2. 験用動物の 2. 実験用動物の

10 ↑ 1 対照とした 対象とした

16 右↓ 12 クロー）レ ヘクロール

17 食品試験 バン類 パン類

20 医薬品検査 ヨードチキン ヨードチンキ

23 右1014.39番 たくわんの素 たくあんの素

26 左↓ 2 ピキ＝の ビキ＝の

／ヽ 右↓ 14 1¥1ETHYEREI) Met llylrc;l 

” ‘’ ENDICATOH Indicator 

27 左↓ 4 Connf C()IInt 

27 第一表 RodiaTi()II Coun'l'ol’ Hadi:ttion Counter 

29 ，左↓ 4 カンター カウンクー
i 

33 i左↑ 3 頴症中毒 該症中毒

35 右↓ 17 1 H金耳 1白金耳

36 右↓ 4 卵 H 卵 白

38 左↓ 7 他は回複した 他は回復した

43 グウム染色 グラム染色

／ヽ

I ‘’ 兎円型 卵円型

44 i第 7表 鼓 張 鼓 腸

so 左↓ ， 伝染病予病 伝染病予防

53 左↑ 18 (0. 003gm Cn) (0. 003mg Cn) 


